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研究の目的 

 

計算機の発達により数値流体計算による風荷重の算定が試みられるようになってきた．乱流境界層の中に建つ建

築物では，接近流の気流性状が風荷重に大きな影響を与える．流体計算においても変動流入風の与え方が結果に大

きな影響を与えるため，変動流入風の生成法が種々提案されている．一方，風洞実験では PIV 技術が進歩し，かな

り高周波の乱流変動を再現できるようになってきている．ステレオ PIV では風洞内の３次元流速場の時系列を直接

取得することが可能である．ステレオ PIV で計測された結果を流体計算の流入条件として与えることができれば，

乱流境界層の再現が容易となり，数値流体計算による風荷重算定の精度も向上するものと考えられる．本報告では，

平板の上に発達する乱流境界層を対象として，ステレオ PIV で計測された流速時系列を流入条件とする LES 計算

を実施し，その手法の適用性について検討する． 

 

技術の説明 

 

流入変動風の生成方法は大きく分けて２種類の方法が提案されている．１つは乱数等を用いて人工的に波形を生

成する方法であり，もう１つは乱流を CFD から計算して生成する方法である．前者は目標とする統計量を忠実に

再現できるが，生成された波形はナビエ・ストークス方程式・連続の式を満たしていない．一方，流体計算により

生成する方法では，流入部分の計算のために大きな計算容量が必要となる．ステレオ PIV で計測される結果を流入

変動として用いれば，上記のような欠点をクリアし流入変動風を用いた数値流体計算が容易となる． 

 

主な結論 

 

平板の上に発達した乱流境界層を対象としてステレオ PIV 計測結果を流入変動風とする LES を実施した．ステレ

オ PIV で計測される格子間隔は計算格子より粗く，床面近傍の対数則領域が計測されていなかったが，LES にお

いて適切に壁関数を設定すれば，計算において乱流境界層が充分に再現されることを示した．この手法を活用すれ

ば，流体計算用の流入変動風データベースも可能となってくると考えられる．  

 

＊１ 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 教授 

＊２ （独）建築研究所 構造研究グループ 上席研究員 

＊３ 国土交通省国土技術政策総合研究所 主任研究官  

高速度カメラ 

床板（平板）レーザー発光 

レンズ 

写真-1 ステレオ PIV による計測状況 図-1 LES 計算格子と計算結果（瞬間風速分布） 
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